小規模保育所に関する建築計画的考察 : 制度・社会の動向から見た施設計画への要求 by 伊藤 泰彦
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b. 駒場幼稚園 C. 大和郷幼稚園 d. 鎌倉女子大学幼稚部 e. 宝島幼稚園
???
• 冬湯でも出入りがしやすいよう 1こ1r:-f11けて開放的な丞間にできか ・幹線道路側の窓は排気ガスが入っ
入口の戸は開けたままにしている ........ …….................... てしまうため開けられない
I・年中と年長→外階段 I ：・登薗用と削庭用の靴箱が別にある:, .................................. . ...................... ,・ 窓があまり開けられないためた：
・年少→IFの玄関を利用 ． くさん風が入るということはあ；
．絡薗の峙間は10分ずつずらして玄I ： まりない: • 自然の風が通ればもっと快適 ； 
関や門の況縫を訪ぐ ..................................... 
罪ども・;;活動．，-こt沿ぷそ採肴ぅ面：戸手と:~-;,;涵動 iciらふ―そ函呵―る―く•応至:fi召りい―、：ら？屯i:;;,:i:~塁il・各邸屋の出入りは自由 I : 示臼・ぶ:1~ら芥るこ一時'.ri<ii:iiえ:~-,
： 家具の向きを変えたり動かしたり村 りを行う ： ：変える（装鰤） ：l 
： することはある
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ,i屯iば叫謳‘よう1・t叫 t的に活動や遊びを探I -n分の遊ぴたい遊ぴができる処に .................................... . 室 星五塁~];t:tKl~t:加 直三⇔五:！『:しt贄三鴫攣三『言m三~;い
を子どもは好む 「 n~t うな囲われた場所を子ども1 1 床はデコポコでいい I 1 t名~·ぎ間というのが一番椿ら ； 現在の薗含 開放的閂I~~ニ虞三ぷ盆
................. . ............................. 三:• 間で1'4f;を感じることができる： ；．庭のjj定は1呆行中に行う： :・ も:;・ど紅が涵しい•が玉碩が綬・.c· . 目が届きにくいところ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ： てなかなか木が梢えられない ：→削舎の表、屈t暉の遊Jcは色を使わず窄Iりに沿 ・庭の脇にシャワー屯布り ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． （園舎衷は子どもが湘まりやすい）
け込むようにしている




： （虫．気、化、槃など） こ• 空間の表面積を削やす ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 二予悦喜。その時,:~べるよ
創設者のi渇惣三氏のI沼i理念を収話胚甘歪全屎文が異な:マこそ i吊色んなことが感じられるように床は大学の校令を平成15年にリフすーム 111令は小学校の校舎のような損並
頂し園令には手を加えていない。 f室が子どもの遊びに合わせてコーデコポコで良いという図長先•tのど して2クラスが大きな lつの保/l'i<.ぴ教室でホールは別棟にあり、内全
3議の保tr室はすぐに遊ぴが始めら えで知らないうちに階段を」．．って騎で生活している。5汲の保i室i(の 1;.の動きがわかりにくかった。現在
れるようにすでに保f者がコーナー ナー作りを行っている。前のI罰艮先 りるような造りになっている。ホー廊Fにはアトリエコーナーを設けての団合 1998年に改築）は1放的な
店定をしているが、大きくなるにつ生が壁を抜いたり新しく陪段をつけルを中心に保打室があり、 l町l切り おり、柑の広い柱は隈の一部としてので風の/1¥入りもよく、子どもの動
れて子ども自身で遊ぴにあったコーたりしたことによって子どもの動き を開放するとホール ・1呆i屯に一体利Ilしている。 きもスムーズ。開放的な半面、 1じ
ナー作りを行う。 がスムーズになった。 感を感じることができる。 られた空11が極,.に少ない。


























1949・ 第一次ベビーブーム（出生率ピーク） 1994・ エンゼルプラン 2005• 子ども子育て応援プラン
1973・ 第二次
ベビープーム 1989 • 
（出生率ピーク） 1.57ショッ
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写真 2 甚本計画時の模型 図2 構成ダイアグラム
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調査―， 日本建築学会大会学術講演梗概集 E-1 (建築計画 I),pp.61-62, 2009 
3)お茶の水女子大学附属幼稚園ホームページ， http://www.ocha.ac.jp/-youchien/index.html, アクセス
2009.10.19 
4)雑誌「新建築」復刻版 l巻ー 16巻， 17巻 (5-8),1925-1941 
5)雑誌「新建築」 68巻 (6-12),69巻ー 84巻 (1-5),1993-2009 
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